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平成２９年度入学式
４月８日（土）、せとうち交

流館で入学式が行われました。
今年は28名の新入生が弓削高
校に入学しました。これから
１年間、全校生徒一丸となっ
て弓削高校を盛り上げていき
ます！

 

１年生、集団宿泊研修へ
４月 13 日（木）からの２日

間、１年生 28 名が生名の蛙石

荘へ集団宿泊研修に行ってき
ました。１年生の松下みやび
さんは、２日間を振り返って、

「集団宿泊研修を通して、集団
生活では、相手のことを考え
て行動するだけでなく、全体
のことを考えて行動すること
が大切なんだと、改めて気付
かされました。特に食事の時
間では、全体のことを考えて
準備や片付けを率先して行う
ことがとても大切だと思いま
した。」と話していました。

２・３年生、宮島（遠足）へ
４月 18 日（火）、２・３年生

は宮島に遠足に行きました。
天気も良く、１日中宮島を堪能
できました。おいしいものを
食べたり、水族館に行ったり
して、生徒一人一人が満足の
できる楽しい遠足になりまし
た。また、厳島神社では身近
な場所に世界遺産があること
を感じ、世界遺産の素晴らし
さに気付くことができました。
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平成29年度入学式を挙行
4 月 6 日（木）、平成 29 年度

弓削商船高等専門学校入学式を
挙行しました。今年度は、本科
入学生 137 名、専攻科入学生５
名の計142 名もの学生が入学し、
式場はご来賓、教職員、在校生、
そして新入生の保護者で埋め尽
くされました。

井瀬校長から「多面的に物事
を見られ、国際的視野を持つ技
術者に育ってください」と式辞が
ありました。

入学生を代表して電子機械工
学科の藤原いぶきさんが「問題
に直面した時は先生や仲間を信
じ必ず乗り越えたい」と希望に
満ちた答辞を行い、式はクライ
マックスを迎えました。

訪れた多くの保護者にも見守
られながら、新入学生の弓削商
船高専での新たな生活が始まり
ました。

　

入寮式と学寮オリエンテーショ
ンを実施

4 月 5 日（水）、本校の学寮で
ある白砂寮の入寮式が実施され
ました。１年生 113 名、４年次
編入生２名、専攻科生２名、留
学生１名の 118 名が入寮しまし
た。

寮務主事の入寮許可ののち、
関係職員の紹介、寮生会から歓
迎のあいさつが行われ、寮生活
の第一歩を踏み出しました。

また、4 月 7 日（金）、10 日（月）、
11日（火）に学寮オリエンテーショ
ンを実施しました。学寮オリエン
テーションを通じて寮生活の基
本を学ぶことができました。

最終日の11日（火）には各ク
ラブが紹介ブースを設けて説明
会が行われました。
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弓削高等学校 http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 http://www.yuge.ac.jp/

こんにちは、偶数月担当の大西です。
月日が経つのは早いもので、２ヶ月に１

回の担当があっという間にまわってきます。
ついこの間書いた気がするのですが…。

・・・・・・・・・・・・・・・・ 
少し前のことになりますが、３月に「あ

い♡あいフェスタ」が開催されました。自
分の発案が実際に形となり、こうして開催
できたのは、普段からまちや地域の人を思
い、活動している方々のご協力のおかげで
す。運営に関わってくださった皆さん、参
加してくださった皆さん、本当にありがと
うございました。これから毎年開催してい
く予定です。地域の方々から期待され、楽
しみにされる、そんな参加型のフェスタに
していきたいと思っていますのでよろしく
お願いいたします。

前回「いろいろなところに出没する」と

書きました。ここ最近で私がよく出没する
スポットは、弓削小学校・ＥＮＧＡＷＡな
どです。弓削小学校では放課後のソフト
ボール練習を手伝わせてもらっています。

ＥＮＧＡＷＡでは、ささえ愛隊の皆さん
が集まる座談会や、主催しているサロン、
集いの場に参加させてもらったりしていま
す。人生の先輩方はまさに生き字引。そ
れぞれの地域の風習や歴史がお話の端々
に現れ、私にとっては新しい気付きがたく
さんあります。ささえ愛隊の皆さんの活動
やＥＮＧＡＷＡについては前号広報に掲載
されていますのでご覧ください。火・木・
土曜日はささえ愛隊の方が交代で数人常
駐されており、それ以外の曜日も出入り自
由となっております。観光パンフレットや
本なども置いてありますのでお気軽にお立
ち寄りください。

人生の先輩はまさに生き字引

今から15年前の夏の終わりの出来事
です。私は、山口県柳井市にある中院
遺跡での発掘調査に携わっていました。
柳井市は、白壁の町並みと金魚ちょうち
んで有名な町です。その頃は、仕事が終
わると、自動車に乗って瀬戸内海の屋
代島（周防大島）によく遊びに行ったも
のです。屋代島から防予諸島を東へ向か
うと、やがて松山平野に至ります。　

中院遺跡では、弥生時代後期前半（今
から約1,900年前）の竪穴住居から分
銅形土製品と呼ばれる瀬戸内地域特有
の集落内祭祀具が出土しました（西尾健
司編『中院遺跡』山口県埋蔵文化財セ
ンター・柳井市教育委員会 平成15年）。
その遺物が出土したときの感動を昨日の
ことように思い出します。

分銅形土製品は、その形が天秤で物
の重さを量るために使用する分銅に似て

いることから、この名で呼ばれています。
中院遺跡の分銅形土製品の上面部に
は、顔面表現が見られます。粘土帯を貼
り付けることで鼻と眉を表現しています。
これは、瀬戸内海に面した山口県東南
部及び松山平野周辺で多く出土している
分銅形土製品の特徴です。また、中院
遺跡では、脚部に矢羽根文様をもつ高
杯が見られ、これも伊予地域との交流
を示すものです。瀬戸内海を介して人と
物の往来が活発であったようです。時代
が異なっても、瀬戸内海は人の移動や
文化交流において重要な役割を果たして
きました。

それでは、瀬戸内海のほぼ中央に位
置する上島町では、どのような文化が育
まれ、その歴史を刻んできたのでしょう
か。これから上島町にある遺跡について
少しずつお話をさせていただきます。
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15年前の調査でのこと

畳でゆっくりくつろぐこと
もできるＥNGＡWＡ
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中院遺跡出土の分銅形土
製品（１）と高杯（２）
報告書掲載図を基に作成
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